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1 はじめに
無線サービスインフラの敷設・運用コスト抑

制，および災害時の安定した電力供給を目的に，
光ファイバ給電・無線伝送方式の研究が進めら
れている．同伝送方式では，その伝送距離の長
延化のためにはエルビウム添加ファイバ増幅器
(EDFA)が必要不可欠である．これまで著者ら
は，光ファイバ給電・無線伝送方式において，
給電光の一部をクラッド励起 EDFAの励起光
として利用することを提案し，検討を進めてき
た [1]．本稿では，クラッド励起 EDFAのエル
ビウム添加ファイバ (EDF)パラメータ依存性を
シミュレーションにより調べた結果を報告する．

2 EDFパラメータと評価指標
本稿で検討しているクラッド励起 EDFAは，

光ファイバ給電・無線伝送の給電光パワーの一部
を励起光として使用する．給電光パワーのうち
EDFA増幅に使用される光パワーが大きいと給
電光率は低下する．そのため，本稿では EDFA
入力給電光パワーに対する透過給電光パワー比
(以下，給電光パワー比とする)を評価指標とし
た．EDFパラメータとして，信号光が伝搬する
コアの半径，および給電光，すなわち EDFAへ
の励起光が伝搬する内側クラッド半径，コアと
内側クラッドの比屈折率差 (∆n)について，C帯
および L帯クラッド励起 EDFAの光増幅動作
シミュレーションにより，給電光パワー比の各
EDFパラメータ依存性を調べた．

3 EDFパラメータ依存性
まず，給電光パワー比のコア半径および内側

クラッド半径依存性について調べた．図 1 に，
横軸をクラッド半径，縦軸をコア半径とした給
電光パワー比の等高線マップを示す．Ｃ帯およ
びＬ帯共にコア半径および内側クラッド半径が
大きくなるほど給電光パワー比が大きくなり，
給電光のEDFA透過率が増加する．すなわちコ
ア半径および内側クラッド半径はできるだけ大
きいほうがよいことになる．
次に，給電光パワー比の ∆nを調べた．図 2

に，非屈折率差に対する給電光パワー比の変化
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Fig. 1 Dependence of core and inner cladding radius
on delivered light power ratio. Left figure is for C-band
and right figure is for L-band．

を示す．コア半径は，調べた ∆n範囲内でシン
グルモード条件となる最大値の 2.7 µm，内側ク
ラッド半径は，標準ファイバの外径 125 µmを
考慮して 110 µmとした．Ｃ帯およびＬ帯共に
∆nが大きくなるほど給電光パワー比が大きく
なる結果が得られた．
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Fig. 2 Dependence of relative refractive-index differ-
ence on delivered light power ratio. Left figure is for
C-band and right figure is for L-band．

4 まとめ
光ファイバ給電・無線伝送用クラッド励起EDFA

において，給電光パワー比を大きくするために
は，コア半径，内側クラッド半径，∆nのいずれ
も大きい値を設定するのがよいことがわかった．
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